
第２８回秋芳地域審議会（報告） 

 

日 時 

  平成３０年３月６日（火）１８：３０～２０：３０ 

 

場 所 

  美祢市秋芳保健センター１階 健康相談室 

 

出席者 

  秋芳地域審議会委員 １３名 

    永嶺克博会長、中村久副会長、安富善政副会長、 

    藏本隆博委員、植山正雄委員、吉村徹委員、 

    長谷京美委員、小田村治久委員、山縣博行委員、 

    福田雄一委員、藤井英典委員、笹村真委員、吉野和久委員 

 

  秋芳地域審議会事務局 ４名 

    総合政策部  部次長  繁田 誠 

    企画政策課  課長補佐 印藤 誠治 

秋芳総合支所 所長   鮎川 弘子 

総合窓口課  主事   福本 敦 

欠席者 

  秋芳地域審議会委員  ２名 

野村ミヨ子委員、北村ひかり委員 

 

 傍聴者 なし 

 

概 要 

１ 開会 

 鮎川所長より開会 

２ 会長あいさつ 

   永嶺克博会長よりあいさつ 

３ 議 事 

 (1) 意見具申に対する回答について 

 昨年１１月７日に行われた第２７回秋芳地域審議会で協議した意見について、市

担当課から出された回答を福本主事が説明。その後回答に関する質問を受けた。 

委 員：有線放送のスピーカーを備えている家庭は何世帯あるか把握していますか。

地域情報の伝達に不便さを感じています。また消防からの放送が大きく感

じます。美祢市が合併するときに有線を一元化するとしていましたが、回

答をみると一元化しない方向になっています。 

事務局：総務課の見解とすれば資料に記載のとおり、一元化に十数億円かかるとい

うことで、コミュニティ FM を使った防災無線などを構築するよう計画し



ています。もう一方で地域振興課の管轄ですが、平成 30 年度に MYT のテ

レビを通じて緊急時にテロップが流れるように機械設備導入を進めてい

ます。 

委 員：回答資料の 10 番についてですが、美祢市は人口減少が著しいので、食い

止めるために企業誘致をして美祢市外から人を引っ張ってくるという狙

いもあります。地元住民の就職先を増やすということにも繋がりますが、

地元にも就職する人がいないのが現状です。 

事務局：企業誘致をする中で地元の方もある程度、就職をしてもらわないと誘致が

できない状況です。 

委 員：美東・秋芳総合支所の建設経済課廃止について、回答にあるものは確かに

ごもっともではあります。しかし、話が急でしたので地元住民に説明など

周知徹底して欲しかったです。 

委 員：将来の総合支所の立ち位置が回答に記載されていないです。市全体が生き

生きするには旧町(美東・秋芳)を大切にすることが美祢市の将来発展を考

えることに繋がるのではないでしょうか。 

委 員：人員削減しないといけないのであれば、美祢市(本庁周辺)に全部署をおか

ずに、秋芳は市の真ん中に位置しますので農林課などいくつか部署をおい

てはどうでしょうか。 

委 員：これだけ意見が出ていますので、建設経済課廃止までの決定のプロセスに

ついて詳しく説明の場を設けて欲しいです。 

委 員：回答資料 11 ページの六次産業について、美東ごぼうがＧＩをとったとい

う文言が一言も入っていません。もう少し詳しく回答が欲しかったです。 

事務局：第 2 次六次産業化基本計画を平成 30～34 年度で策定するとあります。基

本計画を定めるにはそれに基づく実施計画が出来上がるので、反映できる

ように申し添えたいと思います。 

委 員：回答資料 3ページにあるサービス付き高齢者住宅、また DMOとはどういう

ものでしょうか。 

事務局：サービス付き高齢者住宅とは、バリアフリー設備の基準に基づいて整備さ

れた住宅のことです。対象となるサービスを受けられる方は、ある程度自

立した方や軽度な介護を受けられる方です。 

また DMOとは回答資料 6ページに記載されている質問事項がそのままの意

味になります。観光協会が自ら稼ぐ仕組みを構築していくしくみになりま

す。 

委 員：美祢の観光協会は市からの財源がほとんどです。市外の他の組織に組み込

まれるなどした場合、その財源を市外の大きな DMOに吸い取られ、市内で

の波及効果が少なくなることも考えられます。美祢市版の DMOを作る必要

があるのではないかと思われます。 

また先日、視察に行ってきました。体験型の観光について使える場所を見

て回り、話し合いのもと持ち帰って観光協会へ意見を提出しました。 

委 員：商工会青年部も年々若い人が少なくなってきています。勧誘する部員がい

ない状態です。企業誘致に加え、今ある企業をどう存続させるかも今後一



緒に検討して欲しいです。 

委 員：秋芳地域にお店がないということが、地域の衰退要因になっているのでは

ないかと思います。若者は住みたいと思わないし、ご高齢で車のない方に

とっても不便です。 

事務局：お店以外にも言えますが、なくなったものを再び起こすということはかな

り難しいことです。美祢市の観光をいかに盛り上げていくかが、人口減少

の問題を考えるときにおいても重要になってきます。 

今現在、本庁舎の建て替えと一年遅れで総合支所の建て替えも検討されて

います。総合支所は今後どういった立ち位置であるべきか、中枠から決め

ていかなければいけないので、そういった検討委員会に是非積極的に皆さ

んも参加していただきたいと思います。 

また、アンモナイト号やミニバス運行についても計画自体は出来ており、

6 月に国に認可がおりると 10 月から新しい地域公共交通のもと動き出し

ます。改善度合いについても確認していただきたいと思います。 

会 長：今回の美祢と美東の具申回答も参考までに委員へ後日送って欲しいと思い

ます。 

(2) 合併協定項目の実施状況について 

合併協定項目の実施状況について、総合政策部の繁田部次長より説明を行い、了承

された。 

 

 ４ その他 

 

５ 閉会 

永嶺会長により閉会 


